
のぞみ　 　上越地区手をつなぐ育成会

　　　　　令和　元年　８月　１９日　発行

　

１、第２４回　新潟県手をつなぐ育成会　新潟大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　日時、会場　：　令和　元年　６月　３０日（日）　　新潟市秋葉区文化会館

（１）、当育成会から３名の方が「新潟県手をつなぐ育成会表彰」を受賞されました。

　　　　　　:＊ 梅　澤　　憲　一　　理事　（上越育成会　理事歴　１１年）

　　　　　　　　　　　　　　＊佐　藤　　明　美　　理事　（上越育成会　理事歴　１０年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊𠮷　田　　桂　子　　理事　（上越育成会　理事歴　１０年）

　　　　　　　　　　　　　　長い間お疲れ様です。これかもよろしくお願い致します。

（２）記　念　講　演

演　題　：　密度の濃い支援を必要とする人たちへの支援

　　　　　　　　　　　　　　～大変重い「行動的課題」のある人たちのためのグループホーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　「レジデンスなさはら」の支援を通して～

講　師　：　社会福祉法人　北摂杉の子会

　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　松　上　　利　男　　氏

　　　　　　　重い行動的課題のある人……自閉症の方用のグループホームの運営を通して、いろいろ
　　　　　　　な支援のあり方についての内容でした。
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２、7月における小中学校から依頼の「ミニ進路講座」の開催

（１）名立区の宝田小学校特別支援学級、妙高総合支援学校の保護者を対象とした講座を行いました。　

　　　
（２）三和区の里公小学校、三和中学校の先生を対象とした講座も開催致しました。

　　学校を卒業して社会人になる時に、今までの進路選択が結果に大きく影響する事実を納得して聞

　　いておられました。

（３）ミニ講座の影響はは、妙高市へも広がり始めました、。

　　ミニ講座での出会いがご縁で、妙高市の特別支援学級の保護者と茶話会を開いています。

　　新井小学校、新井中央小学校、妙高市立総合支援学校の保護者が集まり、妙高市のいきいきプ

　　ラザで一日お茶やお菓子をいただきながら話をしています。悩み事をどこに相談してよいか分から

　　ない、中学や高校進学、卒業後の進路の心配など、同じ保護者だから安心して話せる場所になっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ています。

時には、教育委員会や相談員のゲストにも来ていた

だき、専門的なアドバイスももらっています。

　　育成会だから茶話会の様な居場所を作ることが

できました。　なりよりも保護者が笑顔で話せる場所

が、一つでも多くなる事がうれしいです。

今後も月に１回続けていきます。
　

この写真は７月に行った新井小学校でのミニ講座の様子です

３、頸北手をつなぐ育成会も計画的に茶話会を実施し独自の活動が広がっています。

　　　　先日７月14;日に明星大学の　吉川　かおり　教授を講師にお招きして講座を開催しましたが、

　　　この春から年4回の茶話会も計画するなど、山岸会長による新体制で熱意ある活動が活発にな

　　　っています。

　　　　最近は、若い会員が積極的に加わり、また隣の柏崎手をつなぐ育成会とも繋がり、猛進に拍車

　　　が掛かってきています。　当方も負けてはおられません。

４、ハンズ障害児者生活サポート協会による福祉セミナーを開催しました。

　（１）開催日時

　　　　令和元年７月３０日　１５：００～１７：３０

　（２）会　場

　　　　直江津学びの交流館　　　

　（３）内　　容

 　　　＊リスクマネージメント（危機管理）の概要

 　　　＊グループに分かれ、KYT（危険予知トレーニング）

　（４）講　　師

　　　　（株）JIC　リスクマジメント顧問

　　　　　　　　　　　高橋　勝　　氏


